




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































証拠性 観察推定 ようだ．らしい．（し）そうだ 好像・看来・看上去・着祥子
伝聞 (する）そうだ．（する）って U斤悦・据悦
思考動詞 と思う 覚得・感覚・想・圦力
楊虹(2015:91)
48 人間社会環境研究第35号2018.3
形式は「認識のモダリテイ」に当たると思われ、
日本語の文末表現の使用と比べ，中国語には「断
定形」の使用がほとんどである。
4）表5を参考にした結果である。
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